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平成25年１月24日(木)に奈良県立教育研究所において，平成24年度第３
学期研究発表会を開催いたしましたところ，奈良県教育委員会並びに関係
諸団体の特段のお力添えを賜り,100名を超す参加者を得て盛大に開催す
ることができました。誠にありがとうございました。
さて，本会報には，小学校部会で行われた研究発表１つ，算数テスト結

果考察６学年分と，中学校部会で行われた研究発表１つ，学力診断テスト
結果考察２学年分のダイジェストを掲載しています。ご一読いただき，ご
感想や忌憧のないご意見をお寄せいただければ幸いです。
今年度も，様々なご支援．ご協力をいただき，本当にありがとうござい
ました。

奈良県算数数学教育研究会会長杉澤茂二
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＜指導助言者＞帝塚山大学現代生活学部こども学科教授勝美芳雄
天理大学人間学部総合教育研究センター教授上田喜彦

○取り組み５年『図形の面積』面積旅行をしよう
「子ども達の心に残る授業を！」目指し，面積仮面のキャラクターを登場させ，面積の学習がふり返れる
ように構成を工夫したワークシートを作成した。子どもたちは，楽しみながら学習を進め，振り返りの場面
で使うなど，ワークシー1､をうまく活用して学習を進めていた。
具体物や図，式，言葉などを用いて考える活動を多く経験させ，公式を導き出すまでの過程を大切にした
ことで，公式の理解が深まり，図形についての感覚が豊かになった。そして，既習事項を有効に利用した考
えができるようになり，子どもたちの中から公式を導き出すことができた。
面積の求め方を考えるときは，『自分で考える→ペアで考える→全体で考える』という授業の流れを意識
的に設定した。これは，発表しにくい子や考えを出せない子にとって有効であった。また,A３クリアファ
イルを利用したワークシートを用いて考えを交流し合う方法は，いろいろな利点があり，他の活動でも取り
入れている。
＜指導助言＞
ワークシートは，これまで学習してきたことを生かすことができ，結論が書いてあるページがあるなど工

夫されていて良かった。子どもが「公式をつくってみたい，つくれるはずだ」と考えることが大切である。
ペア学習は，形式的にならないよう，どんな時になんのために使うのかを考えておくことが大切である。
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